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1 はじめに

安定結婚問題とは，1962 年にアメリカの数学者である

ゲール (Gale) とシャープレイ (Shapley) によって提案さ

れた，選好順序を考慮して，安定という性質をもつマッチ

ングを求める問題である．これは最適化問題ではないが，

理論の奥深さとその応用性の高さから，多くの研究や現実

問題への適用が盛んに行われている [1]．通常，安定結婚問

題においての選好は全順序であり，各人が n個全ての要素

に対して，同位がないように選好順序を決めている．しか

し，現実問題において，このような選好順序を決めること

が本当に可能であろうか．本研究では，半順序型の選好を

許す安定結婚問題を考え，新しいマッチングのアルゴリズ

ムを提案する．

2 安定結婚問題

安定結婚問題とは，n人ずつの男女が各自の選好順序を

考慮しながら男女のペアを作り，安定マッチングを求める

問題である．男女 1人ずつの組をペアとよび，あるペアが

マッチングに含まれるとき，ペアになる相手をパートナー

とよぶ．ブロッキングペアとは，ある男女のペアがそれぞ

れ現在のペアのパートナーより互いを好んでいるとき，現

在のパートナーを解消し，新しくペアを作ることでマッチ

ングを壊してしまうペアのことである．このようなブロッ

キングペアを持たないマッチングを安定マッチングとよぶ

[2]．

3 Gale-Shapleyアルゴリズム

安定結婚問題においての安定マッチングは，Gale-

Shapley アルゴリズム (以後 G-S アルゴリズムとよぶ)

を用いることで効率よく求めることができる．G-Sアルゴ

リズムには男性から女性にプロポーズする場合と，女性か

ら男性にプロポーズする場合の 2 通りが存在する．以下

に述べるアルゴリズムは男性から女性にプロポーズする場

合のものである．アルゴリズム中のプロポーズという言葉

は，異性にペアになることを申し込むことを意味する．

[Step0]

(初期設定)全員を独身とする．

[Step1]

独身男性が存在する限り，(1)から (4)を繰り返す．

(1)独身男性を 1人選ぶ．

(2)(1)で選ばれた男性がプロポーズしていない女性の中

で，選好順序が最も高い (好きな)女性にプロポーズする．

(3)(2)でプロポーズされた女性が独身なら，女性はプロ

ポーズを受け入れ男性と婚約する．

(4)(2) でプロポーズされた女性が婚約中なら，現在の

パートナーの男性と，プロポーズされた男性の選好順序を

比較し，婚約中のパートナーの選好順序が上なら女性はプ

ロポーズを断る．プロポーズした男性の選好順序が上なら

女性は婚約を解消し，プロポーズした男性と婚約する．

G-Sアルゴリズムによって得られる結果は，プロポーズ

した側の希望がより反映された安定マッチングになりやす

いという傾向にある [3][4]．また，選好は全順序でなけれ

ばならない．

4 提案するアルゴリズム

この節では，半順序型の選好をもつ場合のアルゴリズム

を提案する．半順序と全順序の違いは，比較不能な要素が

存在するか，しないかである．

4.1 アルゴリズム 1(A1)

[Step0]

(初期設定)全員を独身とする．

[Step1]

独身男性が存在する限り，(1)から (4)を繰り返す．

(1)独身男性を 1人選ぶ．

(2)(1)で選ばれた男性がプロポーズしていない女性の中

で，その女性より選好順序が上の女性がいないような女性

を 1人選んでプロポーズする．

(3)(2)でプロポーズされた女性が独身なら，女性はプロ

ポーズを受け入れ男性と婚約する．

(4)(2) でプロポーズされた女性が婚約中なら，現在の

パートナーの男性と，プロポーズされた男性の選好順序を

比較し，婚約中のパートナーの選好順序が上，もしくは比

較不能なら女性はプロポーズを断る．プロポーズした男性

の選好順序が上なら女性は婚約を解消し，プロポーズした

男性と婚約する．

4.2 アルゴリズム 2(A2)

[Step0]

1



(初期設定)全員を独身とする．

[Step1]

独身男性が存在する限り，(1)から (4)を繰り返す．

(1)独身男性を 1人選ぶ．

(2)(1)で選ばれた男性がプロポーズしていない女性の中

で，その女性より選好順序が上の女性がいないような女性

を 1人選んでプロポーズする．

(3)(2)でプロポーズされた女性が独身なら，女性はプロ

ポーズを受け入れ男性と婚約する．

(4)(2) でプロポーズされた女性が婚約中なら，現在の

パートナーの男性と，プロポーズされた男性の選好順序を

比較し，婚約中のパートナーの選好順序が上なら女性はプ

ロポーズを断る．プロポーズした男性の選好順序が上なら

女性は婚約を解消し，プロポーズした男性と婚約する．選

好順序が比較不能なら，現在のパートナーとプロポーズさ

れた男性の希望順位を比較し，現在のパートナーの希望順

位が上，もしくは同じなら女性はプロポーズを断る．プロ

ポーズした男性の希望順位が上なら女性は婚約を解消し，

プロポーズした男性と婚約する．

以上，提案した 2つのアルゴリズムは，G-Sアルゴリズ

ム [Step1]の (2)プロポーズする女性を修正し，(4)比較不

能の場合の処理を追加したものである．

5 計算実験

G-Sアルゴリズムと提案した 2つのアルゴリズムを用い

て計算実験を行う．ただしこの実験では，プロポーズする

側は男性，プロポーズを受ける側は女性とする．

5.1 実験方法

G-Sアルゴリズムと提案した 2つのアルゴリズムを用い

て，まず，男女 3 人ずつの選好順序を乱数によって 50 パ

ターン作成し，マッチングを求める．その結果を男女それ

ぞれ 1人あたりの不満足度の平均の観点から評価し，比較

をする．不満足度は結ばれたパートナーが選好順序におい

て，上から何番目にいるかの値とする．そして，男女の人

数を 1人ずつ増やしていき，それぞれで同じようにマッチ

ングを求め，比較をする．

5.2 実験結果

アルゴリズム 1では，男女 10人で 7問，マッチングが

作成できず，男女 10 人を越えるとマッチングがほとんど

作成できなかった．アルゴリズム 2もまた，男女 9人で 3

問，男女 10 人で 19 問，それぞれマッチングが作成でき

ず，男女 10 人を越えるとマッチングがほとんど作成でき

なかったため，男女 3人から 10人までの出力されたマッ

チングに対して，それぞれの結果を以下の表で示す．ただ

し，不満足度は小数点第 1位で四捨五入するものとする．

表 1 男性の不満足度の平均

人数 3 4 5 6 7 8 9 10

G-S 1.3 1.5 1.8 2.0 2.1 2.2 2.5 2.6

A1 1.0 1.4 1.4 1.5 1.6 1.6 1.7 1.8

A2 1.0 1.5 1.4 1.5 1.6 1.6 1.8 1.9

表 2 女性の不満足度の平均

人数 3 4 5 6 7 8 9 10

G-S 1.9 2.0 2.8 3.2 3.9 4.4 5.0 5.6

A1 1.4 1.9 1.8 1.9 2.1 2.3 2.4 2.7

A2 1.4 1.8 1.7 1.7 1.9 2.1 2.3 2.5

6 考察

表 1，2 から，提案した 2 つのアルゴリズムは，半順序

を許しているために，G-Sアルゴリズムよりも不満足度は

低くなり，男女人数が増えれば増えるほど，不満足度の差

は大きくなっていく傾向にある．また，プロポーズした側

に有利な結果になる点，さらに、人数が増えれば，不満足

度が上がっていく点は G-S アルゴリズムとさほど変わら

ないことが読み取れる．ただ，アルゴリズム 2を用いるこ

とで，プロポーズした側が有利になる不平等性を少し緩和

できる傾向にあることがわかる．

7 まとめ

本研究では，日常生活において現実的な，半順序型の選

好を許した安定結婚問題について，2つのアルゴリズムを

提案した．2つのアルゴリズムは G-Sアルゴリズムに比べ

て，男女の不満足度を下げることができ，プロポーズをし

た側に有利な結果となる不平等性も，アルゴリズム 2で少

し緩和することが可能であると分かった．ただ問題点とし

て，男女人数が多くなるほど，マッチングを作成しにくく

なる点が存在することも分かった．
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